































































































順位 国名 金額 順位 国名 金額
1 中国 7,568,470,505 1 中国 8,198,757,200
2 米国 5,500,905,505 2 米国 3,452,239,664
3 韓国 3,183,923,168 3 オーストラリア 2,495,796,332
4 台湾 2,490,829,096 4 サウジアラビア 2,319,550,230
5 香港 1,971,214,923 5 アラブ首長国連邦 2,000,221,118
6 タイ 1,756,999,877 6 韓国 1,811,899,913
7 シンガポール 1,273,873,738 7 インドネシア 1,602,866,722
8 ドイツ 1,087,140,222 8 マレーシア 1,371,271,674
9 マレーシア 894,167,523 9 カタール 1,263,102,844
10 オランダ 856,894,997 10 タイ 1,166,076,861
日本の貿易相手国 TOP10
2011年度7月累計 単位千円
輸出 輸入
４. 短期研修・長期留学
メディア教材作成プロジェクト
SA（スタディー・アブロード）では中国の大都市上海の大学で、約１ヶ月間研修を行います。
中国語や中国概説の授業を受けるほか、学生交流やホームステイや小旅行を通じて中国人の生活や
考え方を実感してもらいたいと思います。
１年間の浙江大学、上海師範大学、そして復旦大学への交換留学のチャンスもあります。日本国
際教育協会の奨学金が支給されます。
2005～2007年の３年間、「神奈川大学メディア教材制作プロジェクト」で、学生たちを連れて中
国・湖南省へ取材に訪れる機会がありました。このプロジェクトでは、学生たちが自分でテーマを
企画し、現地取材を行います。そのとき、現地でお世話をしてくれる人に、「私が子どもの頃、日
本軍がやって来たせいで、家財道具のすべてを失った。だから日本人が嫌いです」と 初に言われ、
学生たちはショックを受けていました。けれども、その人と１週間、行動を共にしていたら、 後
には「日本の学生はいいね。日本人はいいね」と言ってもらえました。彼の考えを変えたのは、学
生たちの若い力です。中国の人たちが抱いている日本へのイメージを変えることは、若い世代にし
かできないこと。実際の交流を通じて、お互いを理解できるようになっていったのですね。
このプロジェクトを通じて、参加した学生たちがみるみる成長していく様子を間近で見てきまし
た。学生の成長の場を目の当たりにできるなんて、教員としてとても幸せなことだと感じています。
今の学生たちはみな、何事にも「そこそこ」「ほどほど」で、自分の持っている100％の力を出し
切ることはあまりないように思います。でも、「これは！」というもの、勉強に限らずクラブ活動
でも、ボランティア活動でも、恋愛でもいいから、情熱をもって何かに全力を出し切るという経験
をぜひともしてください。力を出し切っても結果的にうまくいかないときもありますが、そこで立
ちすくんでしまわずに、自分の力でまた起き上がれる力を、学生のうちに身に付けてほしいもので
す。
大学は社会に出る前段階であり、社会に出てから困らないような知識と力を養う場でもあります。
４年間で、いろいろな経験をしてみてください。いろいろなことに挑み経験することで、心のひだ
が増えていきます。
４年間あれば、いろいろな経験ができます。どんな経験でもよいのですが、目に見えた形で成果
が明らかになるのが語学で、中でも中国語など初めて学ぶ外国語はおすすめです。英語でつまずい
てしまった人も、ぜひ新しい語学に挑戦してみると良いですよ。言語は手段であり、使い方が理解
できればぐんと上達します。
また、何事も自分の目で実際に見てみる経験はとても大切です。神奈川大学にはメディア教材制
作プロジェクトや、SAなど、異文化体験ができる機会がいろいろ用意されていますので、そうい
うチャンスをうまく利用してみてください。
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